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『ぼくらはいけの　カエル』
　まつおか　たつひで　作　　ほるぷ出版

　まだかじかむよ

うな寒さの日でも、

池の中にカエルの

卵が産みつけられ

ているのを見ると、

「春がやってきた！」

と心がポッと温まり

ます。 ふだんは見

過ごしがちなカエル

ですが、 私たちのすぐそばにいて、季節を感じさ

せてくれますね。

　「ぼくらはいけのカエル」は、著者・まつおかたつ

ひでさんのアトリエの近くにあるため池に住むカエ

ルたちが主人公。　小さな池にもかかわらず、 7

種類ものカエルが住んでいるんです！　モリアオ

ガエル、トノサマガエル、ツチガエル、アカガエル、

ウシガエル、 アマガエル、 シュレーゲルアオガエ

ル・ ・ ・ フー・ ・ ・ 名前を覚えるだけでも大変そ

う！　でも、どのカエルも個性的で、鳴き声もそれぞ

れ違いますよ。

　お腹がすくと、長い舌を伸ばして餌をゲット。　スー

イスイと泳いだり、木に登ったり、みんな元気、元気。

モリアオガエルは木の上に卵を産みます。　ほかの

カエルも、 ひも状の寒天の中に卵を産み付けたり、

水草に固めて産み付けたり。卵を見ると何ガエルか

わかるようですね。

　さあ、 オタマジャクシが生まれました！　でも池の

中には敵がいっぱい。敵が攻めてくると、小さなオ

タマジャクシたちは集まってお団子みたいなかたま

りになります。　大きないきものに見せかけて、防衛

しているのでしょう。　無事育ったオタマジャクシは、

やがて手足が生えて、カエルになります。

　そんな生きもののドラマが、私たちのすぐ近くの池

でも起きていることを、この絵本は教えてくれました。

（小川）


